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ICSUにおけるデータ関連組織の再編	


I C S U 

CODATA 

W D C 

F A G S 

W D S 

 from 2009 

WDS: World Data System 
CODATA: Committee on Data for Science and Technology 
WDC: World Data Center 
FAGS: Federation of Astrophysical and Geophysical Data 
            Analysis Services	


International 
Council for Science  
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WDC設置の経緯	


	


1932-33年の第2次国際極年  (IPY) に続く第3次極年とし
て、太陽活動極大期の1957-58年に、ICSUのもとでIGY 
(国際地球観測年）を実施。	

	

ソ連はWNOやIAUに加盟していたが、データや研究情報
の公開には消極的であった。米国でも、特に北極圏の
データは軍事的に重要なため、公開に制限があった。そ
こで「非軍事科学」におけるデータのFull and Open 
Access の原則のもとに、WDCの構想が生まれた。	

	

第2次大戦中に取得された観測データが、散逸の危機に
晒されており、「データ救出」も急務であった。	




Moscow, 1958 (credit: Juan G. Roederer) 



Center A All disciplines USA 
Center B All disciplines USSR 
Center C Geomagnetism Denmark and Japan 
Center C Aurora Sweden and UK 
Center C Airglow France and Japan 
Center C Ionosphere UK and Japan 
Center C Solar Activity Switzerland, Italy, UK, France, 

German Federal Republic, 
Australia 

Center C Cosmic Rays Sweden and Japan 
Center C Glaciology UK 
Center C Nuclear Radiation Sweden and Japan 
Center C Meteorology WMO 
Center C Seismology Permanent Service, Strasbourg 

CSAGI’s Plan for World Data Centers 
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World Data Centers in Japan 
(2008) 

W D C Host Institution Established in 

Airglow National Astronomical Observatory 1957 

Aurora National Institute of Polar Research 1968 

Cosmic Rays Nagoya University 1957 

Geomagnetism, Kyoto Kyoto University 1957 

Ionosphere National Institute of Information and 
Communications Technology  

1957 

Solar Radio Emissions National Astronomical Observatory 1969 

Space Science Satellites Institute of Space and Astronautical Science  1969 

The WDC for Radioactivity, which was established in 1957,  has been closed in 2007. 
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WDC System 
http://www.ngdc.noaa.gov/wdc/wdcmain.html 
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Committee on Data for Science and Technology	


学術会議情報学委員会・国際サイエンスデータ分科会が対応	
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Data 
Policies 

Data 
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Data/Info 
Services 

Data 
Analysis 

CODATA 

FAGS 

WDC 

WDS	
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WDC の理念 

•  全ての研究者に開放。 
•  データ利用に特別な制限が設けない。 
•  データは無償か最低限の費用で提供。	

•  品質管理されたデータの提供	

•  WDCを持つ研究機関等は、センターの長期
的な活動をサポートする。 

Full and Open Access 

WDSへ継承	
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WDCに対する、伝統的認識 
 
「世界から」データを集め、データベースを「世
界に」提供する。 

 
 
WDCに対する、現実的認識 
 
保有するデータベースを「世界に」提供する。 
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WDCシステムの問題点　１  

l 個々のWDCが個別に活動しており、「シス
テム」として機能していない。	


l WDCは地球科学分野だけでなく、人文・社
会学分野にも拡大されたが、分野横断型
のデータ利用に対する対応が遅れている。	


2007-2008、ICSUに設置された特別委員会
（SCID）によって、WDC、FAGS、CODATAの
評価が行われた。 
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WDCシステムの問題点　２	


l 従来のWDCのほとんどは北半球の先進
国にあり、発展途上国に対するサポート
が不十分。	


l WDCパネル委員会の開催やホームペー
ジの管理など、活動に必要な経費の確保
が不十分。	


l 東西間、南北間におけるデータ・情報の
流通や情報格差の問題は、完全には解
消されていない。	
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SCID (Ad hoc Strategic Committee on 
Scientific Information and Data)の勧告 
（March 2008) 

ICSUは世界の研究コミュニティのため、科学データ・情
報の保全・流通、データ利用におけるポリシーの確立
に指導的役割を担う。 
 
WDCとFAGSとを統合して新たにWDS (原案では
World Data Servicesであったが、World Data 
Systemに改称）を設置し、ICSUが進める事業との連
携において、品質管理されたデータ・情報の保全と提
供を通じて、世界の研究コミュニティの活動に資する。	




New Structures in ICSU 

IC S U

CODATA	
  E xecutive	
  
C ommittee

World	
  Data	
  S ervices 	
  
S teering	
  C ommittee

S trategic	
  C oordinating	
  
C ommittee	
  

Other	
  s takeholders

Data	
  centres 	
  and	
  
services 	
  (FAG s,	
  WDC s
+	
  new	
  facilities )

C ODATA	
  members

  ICSU  

World Data System   

大石（NAO)	


渡邉（STELAB)	
 五条堀（遺伝研） 
岩田（東大）	
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WDSにおけるデータセンター活動	

•  基本的にはWDCの理念を踏襲。 
•  品質管理されたデータのFree and Open Access  
•  Long Term 
•  ICSUが行う事業（国際共同研究、教育活動など）への協力。 
•  特定の研究目的のためのデータ組織ではないが、ICSU傘下
の国際共同研究事業のサポートに特化したデータ組織も含ま
れている。 

•  データユーザは不特定多数。 
•  分野横断型のデータ利用に対処するため、他分野の研究者に
も分かりやすいデータ情報を含むメタデータの整備、データ利
用システムの構築を行う必要がある。   →WDS-IPO 

•  CODATAとの協力関係（例：Polar Information Common）	
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データセンター側から見たWDS 
•  国際貢献の場として活用 
•  分野を横断したデータ利用など、新たなユーザ層の
開拓が期待できる 

•  ICSUを通じた、東西間・南北間の情報・データ交換
の円滑化 

•  データ・サイテ―ションへの国際的取組み 
•  データの「商品化」に対する国際的合意の形成	

•  データセンター活動の重要性をアピールする機会。 
•  データセンターのステイタスの向上 (“good name”) 
•  データソース（観測所等）の存在価値を強化 
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http://wds.geolinks.org/	
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“Expression of Interest” Page 
http://wds.geolinks.org/contact/	




約１００ヶ所のデータセンター等が「関心」を表明 
 
•  旧WDC 
•  旧FAGSセンター 
•  各種データセンター 
•  Non-ICSU 国際データ組織 
•  政府間データ機構 
•  研究機関、大学、博物館 

WDSを「システム」として、どう機能させるか？	
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２０１１年１月より正式な加盟申請が開始され
る見込み。 
 
WDS-SCで審査し、認定を行う 
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ICSU World Data System  
International Programme Office 

(WDS-IPO) 

1.  WDS-SC)のもとで、WDSが進める事業の具体化を進めるとともに、アウト
リーチ活動の主体となる	


2.  IPOはWDS-SCが決定した行動計画をサポートし、WDSの運営のための
日常的業務を行う。	


3.  WDS-SCでは、議長と共同でアジェンダの作成に当たる	

4.  WDS加盟データセンターや関連データ組織（CODATA, WMO, GEOSS
等）からのコンタクト・ポイント	


5.  IPOの責任者（Executive Director）は、WDS-SCの監督のもとに、WDS
活動に対して、迅速かつ統制の取れた推進に尽力し、 WDS-SC の開催を
サポートする。	


6.  ニュース、年次報告書、データ利用マニュアル等の作成 

IPOの基本的機能	


国際公募　（10年9月30日締め切り）	




26 

IPOが満たすべき要件(ICSU) 
 
1.  IPOの開設期間は最低５ヶ年、長期継続が望ましい	

2. 運営経費として、年間250 – 300 Kユーロを確保	

3.  IPOの設置場所は、は国際的に見てアクセスの容
易な場所であること	


4. WDS-SC等の会議は、IPOの設置場所又はその近
くで開催されることが望ましい	


5.  IPOはWDS-SCやWDS全体会議などのサポート
を行う	


6.  IPOに関する経費の主要部はIPO構成員の給料
や旅費など。	


7.  IPOは一ヶ所で完結していることを想定しているが
、事業によってProject Office を他の場所に設置
しても良い。	




•  IPOを日本が引き受けることは、国際的なデータシ
ステムにおける日本の地位向上が期待され、国内
のデータ体勢の活性化に繋がる可能性がある。 

•  事務局機能だけを持つ「狭義の」IPOであれば、単
なる「場所貸し」に終わる危険性がある。 

•  WDSにおけるデータサービス体勢を強化するため
には、Center of Centers が必要（WDCの時代には、
Boulder のNGDCがその役割を果たした）。 

•  大学だと、維持経費やポストの確保が非常に困難。 
•  WDSは人文・社会系の分野を含む「科学全般」に守
備範囲を拡大する方向のため、比較的 neutral な
機関が適当。 
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現在までの流れと今後の予定	


•  日本学術会議、同情報学委員会・国際サイエンスデ
ータ分科会、同地球惑星科学委員会・国際対応分科
会等より、NICTに立候補を要請。 

•  ICSUが定めた締切（9月30日）までに立候補できた
のは、NICTのみであった。 

•  WDS-SCからの推薦を経て、10月30日にICSUの 
Executive Board で正式決定。 

•  12月８-９日にICSUによる現地査察が行われ、ICSU-
NICT間で契約書が交換される予定。 

•  Executive Director の国際公募（1-2月？）。 
•  2011年4月1日に発足（予定） 
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The 1st ICSU World Data System Conference 
 – Global Data for Global Science 

 
第一回ICSU世界データシステム会議 

‐世界のデータが切り開くグローバルな科学 
 

2011年9月3日‐6日・京都 
討議項目（暫定） 
 
１）　WDSの理念、活動方針：　ICSUにおけるデータ関連事業の歴史、WDSの理念、WDSの運
営方針、データポリシー、データ利用システム、国際地球環境研究計画との連携、WDSと他の
データ関連組織との連携、データ指向の若手研究者の育成計画など	


2）WDSが創成する科学研究：　地球環境長・短期変動、総合的データ解析による太陽地球系現
象の解析、シミュレーションとデータ解析による地球環境モデリング、地球環境科学研究のため

のデータシステム、データ同化による地球観測データの品質管理、分野横断型メタデータの構
築など	


３）　WDSと情報科学との連携：　データセンターとナレッジ・マネジメント、セマンティック・パブリ
シング、ニューラルネットワークによるデータ・マイニング、大容量観測データの長期保存技術、
クラウドによるバーチャル・データセンターの構築など	
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AM	
 PM	
 Evening	


2 Sep. 
(FRI) 

Registration 

3 Sep. 
(SAT) 

Regist-  | Opening 
ration   |  Talks 

Reports from 
WDS-SC & -IPO 

Icebreaker 

4 Sep. 
(SUN) 

Reports from WDS 
Members   

Science | Poster 
Session| Session 

SOC 
 

5 Sep. 
(MON) 

Science Session 
	


Science Session Banquet	


6 Sep. 
(TUE) 

Science Session 
	


Science |Summary 
Session | Talks 

Po
st

er
s 

Po
st

er
s 

Po
st

er
s 

Tentative Schedule 	
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http://wdc2.kugi.kyoto-u.ac.jp/wds2011	



